
 

 

 

十一条 鶴見様  太田様  藤原様  岡崎様 
西本様  正来様  田丸様  塚田様 
寺澤（美）様  町田様  新谷様  北市様 
堀山様  宮本（仁）様  田村様  安井様 
室川様  小山（麻）様  関戸様  三森様 
上出様  舟津様 
 

  

『 今は神様に侍って生きる時代 』 

 

4 皆さんは、神様の事情を知らなければなり
ません。その事情を知って、その次には神様
の心情を知らなければならず、神様が私の父
であると考えなければなりません。私の父、私
たちの父だというのです。私たちが学び、聞
き、侍る生活をするのは何のためでしょうか。
それは、聖書に流れている神様の事情を知
り、神様の心情を知るためです。傷を負い、蹂
躙され、排斥され、引き裂かれながらこられ
たその神様が、私の父であることを知るためな
のです。 
 
5 すべての関係の中で標準になるのは、神様
と人間の間に結ばれた父子の関係です。この
関係から始まった心情は、いかなる存在の権
限によっても曲げられることがなく、永遠で、不
変、唯一のものです。また、この心情の権限
は、絶対的です。そのため、この権限をもって
現れるとき、すべての存在物は、その前に頭
を下げざるを得ず、この心情の権限をもって
動くようになるとき、満天下がそれに従って動
かざるを得ないのです。これが宇宙の鉄則で
す。 
 
6 五色人種(あらゆる人種)を抱いて、自分の
家族や一族と共に暮らすことができるという、
それ以上の腹をもたなければ、未来の理想世
界である天国で、神様に侍ることはできませ
ん。そのため、統一教会の教会員は、人種を
超えて結婚するのです。韓国人、日本人、ア
メリカ人が互いに結婚するのです。 
 

 
 
そのようにしなければ、先生が人類の心情世
界において、主導的責任を果たすことができ
ません。そのようにしなければ、「五色人種の
中で白人だけを愛して、なぜ黒人を愛したとい
う条件を立てないのか」と言われたりするので
す。それで、韓国にいる人々と、白人、黒人、
すべて一緒に結婚するのです。 
 
7 侍る生活は、簡単ではありません。皆さんも
簡単ではありませんが、先生も簡単ではありま
せん。先生も、そのような内容があれば眠れ
ないのです。先生がなさなければ、神様は身
動きできません。解放されないのです。皆さん
もそうです。皆さん自身が皆さんの生活舞台
において、先生が動かなくてもよいようにしな
ければなりません。皆さん自身の足場が広が
ってこそ、活動舞台が展開するのです。です
から、その環境において、皆さんが全体的に、
そのような環境をつくっていこうとする心をもっ
ていなければなりません。侍る生活は簡単で
はないのです。父母が子女を愛する心以上
に、神様に侍らなければなりません。父母は、
自分たちが生まれて二十数年の間、精誠を
尽くしたのです。神様は、何千万年です。人類
が生まれてから、何千万年です。何千万年の
間、慕わしく思った息子に会うために投入し、
精誠を尽くしたというのです。精誠を尽くしたか
らといって、「私は精誠をすべて尽くした」と考
えてはいけません。精誠を尽くしたあとも、不
足だと感じなければならないのです。 
 

天聖経  （Ｐ１１６６  ～  Ｐ１１６７） 
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